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I Ea －10 ODSラットにおけるビタミンCと脂質ヒドロペルオキシドの動態
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食　　物

［目的］ビタミンC （C）は有名なビタミンでありながらその測定法に特異性、感度の点で

問題があった。最近、我々はその特異的・高感度測定法を開発した［1］ので、C欠乏状態

における、各種組織中のC、脂質過酸化、抗酸化系の動態を検討した。

［方法］遺伝的にCを合成できないGDSラットをC欠乏にして、12組織（血漿、脳、肺、心

臓、肝臓、胃、小腸、大腸、腎臓、副腎、牌臓、筋肉）中のＣ量の変化を、25日間追跡し

た。同時に5臓器(li 、心臓、肝臓、肺、腎臓）中の脂質ヒドロペルオキシド(ROOM ）量

を我々の研究室で開発した高感度、特異的測定法［2］で定量した。さらに、SOD、GSH-PX

活性、TBARS、総GSH量を常法に従い測定した。

［結果と考察］12組織中のCの減少速度は第1半減期、第2半減期の解析から、4グループに

分類されることが判明した。C欠乏25日目には脳以外のすべての組織においてCは全く検出

されなかったが、脳においてlieの減少速度が遅く、欠乏25日目でもコントロールの約1/4

のCが残存していた。過酸化物、抗酸化系の動態について、欠乏5 日目では、ROOH量は脳

においてのみ有意に上昇し、TBARSは心臓において上昇、SODは全ての組織で変化がなく、

GSH-PXは､C,v臓において活性が上昇し、総£SH量は血漿と肝臓において減少した。以上より、

脳においては、Cの保持にもかかわらず、ラジカル反応のメディエーターであるROOHの蓄
積が見られ、酸化ストレスに弱い組織であることが示唆された
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I Ea －11 ラットにおけるビタミンＣとＥの相互作用
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[目的] 従来、in vitro における実験からは、水溶性抗酸化剤であるビタミンＣ( Ｃ)

は、脂溶性抗酸化剤であるビタミンＥ( Ｅ) のラジカルに水素を供与してＥを再生すると

考えられている。今回、このようなビタミン間の相互作用が生体内で起こりうるのかどう
かについて、ビタミンＣを合成できないＯＤＳラットを用いて検討した。

[方法] ＯＤＳラットを対照群、Ｃ単独欠乏、Ｅ単独欠乏、Ｃ・Ｅ同時欠乏群に分け、

Ｏ、1  4 、2  1 日後の各臓器のC[1] は本研究室が開発した方法により、Ｅ、ＴＢＡＲＳは

常法に従って定量した。

[結果と考察]1)C 量はＥ単独欠乏でも2  1 日目で血漿、心、肝、腎、筋肉で対照群よ

り有意に減少した。 Ｃ・Ｅ同時欠乏群でも1  4 日目で心、肝、腎、筋肉でＣ単独欠乏群よ

り有意に減少し、Ｅ欠乏の影響が認められた。2)E 量はＣ単独欠乏2  1 日目で血漿、心、

肝で対照群より減少し、Ｃ欠乏の影響が認められた。3) 過酸化の指標であるＴＢＡＲＳは、

2 1日目のＣ単独欠乏の血漿、肝において、対照群とＥ単独欠乏群より有意に上昇した。
2 1日目のＣ・Ｅ同時欠乏群では血漿で対照群とＥ単独欠乏群より有意に上昇し、肝では

全ての群に対して有意に増加した。

以上より、従来から提唱されている、ＣによるＥラジカルの再生以外に、Ｅ欠乏によ

る水層での過酸化の充進によるＣへの影響が示された。また、Ｃ、Ｅ間の相互作用の現わ
れ方は臓器によって異なることも判明した。
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